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判
定
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
本

市
で
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
の

負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
年
４

回
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の

巡
回
相
談
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

要
望
こ
れ
ら
の
補
装
具
を
必

要
と
し
て
い
る
方
は
、
お
一
人

で
の
移
動
は
困
難
を
極
め
ま
す
。

そ
も
そ
も
県
の
判
定
が
必
要
な

の
か
、
絶
対
に
必
要
な
の
で
あ

れ
ば
、
判
定
で
き
る
医
師
が
本

市
近
辺
に
い
れ
ば
委
嘱
で
き
な

い
の
か
、
県
や
国
に
私
の
立
場

か
ら
も
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

補
装
具
支
給
制
度
の
判
定
に
つ

い
て
は
要
望
と
い
た
し
ま
す
。

質
問

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

進
め
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル

プ
カ
ー
ド
の
現
状
と
、
今
後
ど

の
よ
う
に
周
知
を
図
っ
て
い
か

れ
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

本
年
８
月
20
日
か
ら
配

布
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
市
広
報
紙
に
も
掲
載
し
、

全
て
の
市
民
に
周
知
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

障
害
者
差
別
解
消
法
の

施
行
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
市
長
は
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
の
か
、

お
尋
ね
し
ま
す
。

市
長

障
害
者
差
別
解
消
法
が

よ
り
実
効
性
を
持
て
る
よ
う
、

今
後
も
障
が
い
の
理
解
の
普
及
、

合
理
的
配
慮
の
推
進
、
相
談
や

助
言
に
関
す
る
体
制
の
整
備
と

い
う
３
つ
の
側
面
か
ら
果
敢
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
現
場
の
職

員
の
皆
様
と
考
え
を
共
有
し
な

が
ら
現
状
に
合
っ
た
対
応
策
を

練
り
上
げ
、
障
害
者
差
別
解
消

法
が
目
指
し
て
い
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問

高
崎
市
の
よ
う
な
障
が

い
に
ま
つ
わ
る
相
談
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
受
け
付
け
る
総
合
相

談
窓
口
を
本
市
で
も
設
け
ら
れ

な
い
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

専
門
職
の
配
置
等
の
人

的
面
に
加
え
、
施
設
整
備
も
必

要
な
こ
と
か
ら
設
置
は
困
難
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

要
望
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ

ス
、
わ
か
り
や
す
い
体
制
の
構

築
が
必
要
で
す
の
で
、
障
が
い

に
特
化
し
た
相
談
窓
口
の
設
置

に
つ
い
て
要
望
い
た
し
ま
す
。

質
問

障
が
い
を
持
つ
方
が
補

装
具
を
つ
く
る
際
、
市
へ
の
申

請
後
、
な
ぜ
前
橋
市
に
あ
る
更

生
相
談
所
に
見
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
。

答

高
度
な
補
装
具
は
県
の

技
術
継
承
に
よ
る
安
定
的
管
理
、

き
め
細
か
な
徹
底
管
理
及
び
経

済
的
・
効
率
的
管
理
を
目
的
と

し
、
更
に
質
の
高
い
管
理
体
制

を
目
指
す
も
の
で
す
。

質
問

３
年
間
の
委
託
期
間
で

は
技
術
継
承
は
で
き
な
い
。
公

園
に
常
駐
す
る
者
が
い
な
け
れ

ば
き
め
細
か
な
管
理
は
で
き
な

い
。
委
託
金
額
が
直
営
と
同
程

度
で
は
経
済
的
・
効
率
的
と
は

言
え
な
い
。
次
に
、
業
務
委
託

の
範
囲
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

つ
つ
じ
が
岡
公
園
、
つ

つ
じ
が
岡
第
二
公
園
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
、
茂

林
寺
沼
南
岸
用
地
が
範
囲
で
す
。

質
問

ツ
ツ
ジ
古
木
群
の
管
理

と
茂
林
寺
沼
南
岸
用
地
の
よ
う

な
草
刈
り
中
心
の
管
理
を
一
体

の
業
務
委
託
す
る
こ
と
は
無
理

が
あ
る
。
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の

魅
力
を
増
幅
す
る
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答

名
勝
「
躑
躅
ケ
岡
」
の

保
護
育
成
に
努
め
、
花
ま
つ
り

の
充
実
、
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
な

ど
、
年
間
を
通
し
た
魅
力
あ
る

公
園
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

要
望
平
成
３
年
に
つ
つ
じ
研

究
所
が
設
置
さ
れ
、
島
野
好
二

先
生
の
「
躑
躅
ケ
岡
」
の
歴
史

的
発
見
と
啓
発
、
花
岡
喜
重
先

生
の
樹
勢
回
復
事
業
、
青
木
雅

夫
先
生
の
現
場
観
察
と
研
究
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
、
長
年
培

わ
れ
て
き
た
こ
と
が
技
術
の
継

承
で
あ
る
。
つ
つ
じ
が
岡
公
園

の
問
題
は
入
り
込
み
と
売
上
の

減
少
、
営
業
者
の
衰
退
、
本
市

の
観
光
全
般
ま
で
山
積
み
し
て

い
る
。
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の
管

理
は
、
つ
つ
じ
を
愛
し
保
護
す

る
条
例
を
読
み
直
し
、
重
々
慎

重
に
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

質
問

つ
つ
じ
が
岡
公
園
は
、

平
成
26
年
４
月
に
群
馬
県
か
ら

本
市
に
全
面
移
管
さ
れ
た
が
、

移
管
の
形
態
等
を
伺
い
ま
す
。

答

土
地
の
総
面
積
は
12
・

93 

ha
で
、
10
年
間
の
無
償
貸
付
、

33
棟
の
建
物
と
ツ
ツ
ジ
等
は
無

償
譲
与
で
す
。
名
称
は
「
館
林

市
つ
つ
じ
が
岡
公
園
」
で
す
。

質
問

公
園
が
市
に
移
管
さ
れ

て
か
ら
の
有
料
入
園
者
数
は
、

ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
当
た
り
平
均
で

約
３
万
８
千
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
つ
つ
じ
が
岡
公
園
は
ヤ
マ

ツ
ツ
ジ
・
エ
ド
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ

ジ
の
巨
樹
群
の
自
生
地
で
、
学

術
的
・
文
化
的
な
価
値
が
大
き

い
。
次
に
、
維
持
管
理
業
務
委

託
の
目
的
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

ツ
ツ
ジ
の
肥
培
管
理
の

障
が
い
者
支
援
に
つ
い
て平

井
　
玲
子 

議
員

つ
つ
じ
が
岡
公
園
の

　
　
　
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

渋
谷
　
理
津
子 

議
員

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と

　
　

市
長
の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と

　
　

市
長
の
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て


